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大
阪
国
際
空
港
（
以
下「
伊
丹
空
港
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、
市
街
地
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
騒
音
対
策
を
は
じ
め
と
し
た
安
全
・
環
境
面
で

の
配
慮
が
必
要
な
空
港
で
あ
る
が
、
従
来
よ
り
国

等
に
よ
る
環
境
対
策
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
き
て

]

両
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管

理
の
方
向
性

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
関
西
空
港
の
国
際
拠

点
空
港
と
し
て
の
再
生
及
び
強
化
並
び
に
両
空
港

の
適
切
か
つ
有
効
な
活
用
を
通
じ
た
関
西
に
お
け

る
航
空
輸
送
需
要
の
拡
大
を
図
り
、
我
が
国
の
国

際
競
争
力
の
強
化
及
び
関
西
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
、
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空

港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
。

以
下
「
経
営
統
合
法
」
と
い
う
。）に
基
づ
き
、
両

空
港
が
経
営
統
合
さ
れ
一
体
的
に
運
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

両
空
港
の
運
営
は
、
空
港
の
持
つ
高
い
公
共
性

を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
両
空

港
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
最

大
化
し
事
業
価
値
の
増
大
を
図
る
た
め
、
民
間
の

柔
軟
な
経
営
判
断
と
明
確
な
責
任
の
下
に
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
、
よ
り
効
率
的
か
つ
緊
張
感
の
あ
る
経
営

の
実
現
及
び
関
西
空
港
の
整
備
に
要
し
た
債
務
の

早
期
返
済
の
た
め
、
両
空
港
の
事
業
を
運
営
す
る

権
利
（
公
共
施
設
等
運
営
権
）
を
一
体
で
民
間
に

付
与
す
る
手
法
、
い
わ
ゆ
る「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
実
現
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
八
号

関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効

率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年

法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率

的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の
と
お
り

定
め
た
の
で
、同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か

つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針

第
一

両
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理

の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

意
義

\

背
景

我
が
国
の
空
港
政
策
は
、
全
国
の
空
港
整
備
が

一
巡
し
た
こ
と
か
ら
、「
整
備
」
か
ら
「
運
営
」
へ

の
シ
フ
ト
の
段
階
に
あ
り
、
民
間
の
知
恵
と
資
金

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を

最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
政
策
に

重
点
を
移
し
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
関
西
国
際
空
港
（
以
下
「
関
西
空

港
」
と
い
う
。）は
、
騒
音
問
題
の
ほ
と
ん
ど
な
い

海
上
空
港
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
、
地
元
の
多

面
的
な
協
力
を
得
つ
つ
整
備
が
進
め
ら
れ
、
四
千

メ
ー
ト
ル
級
の
複
数
滑
走
路
を
持
ち
、
完
全
二
十

四
時
間
運
用
が
可
能
で
あ
る
等
我
が
国
の
国
際
拠

点
空
港
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
備
え
る
に
至
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、大
阪
湾
の
沖
合
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
埋
め
立
て
た
こ
と
等
に
よ
り
多
額
の
事
業

費
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
も
約
一
・
三
兆
円

の
巨
額
の
負
債
を
抱
え
、
政
府
補
給
金
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
ず
、
国
際
拠
点
空
港
と
し
て
の
本
来
の

優
位
性
を
活
か
し
た
戦
略
的
な
経
営
や
前
向
き
な

投
資
の
実
行
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
着
陸
料
が

ア
ジ
ア
の
主
要
空
港
と
比
べ
高
い
水
準
に
あ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
り
、
ま
た
、
近
年
は
発
着
回
数
が
減
少
す
る
と

と
も
に
、
就
航
機
材
の
小
型
化
、
低
騒
音
化
が
進

ん
で
い
る
。

今
後
、
世
界
経
済
の
更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
民
所
得
水
準
の
向

上
、
生
産
拠
点
の
展
開
に
伴
う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
高
度
化
に
よ
り
、
我
が
国
の
国
際
航
空
需
要

は
拡
大
の
方
向
に
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
の
進

展
に
よ
る
新
規
企
業
の
参
入
、
新
規
路
線
の
開
設

や
増
便
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
関
西
に
お
け
る

国
内
航
空
需
要
は
成
熟
化
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

ロ
ー
コ
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
の
就
航
や
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
即
し
た
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
、

更
な
る
潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
余
地
は
あ
り
、

こ
れ
ら
航
空
需
要
の
拡
大
に
よ
る
今
後
の
関
西
経

済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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